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『
日
本
経
済

そ
の
構
造

変
化
を
と
ら
え
る
（
専
修
大

学
出
版
局
刊
・
本
体
価
格
１

６
０
０
＋
税
）
』
の
出
版
を

記
念
し
て
、
３
月
２４
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
出
版
企
画

委
員
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
学
生
ほ
か

一
般
か
ら
１
３
８
人
が
参
加

し
た
。

矢
吹
満
男
出
版
企
画
委
員

会
委
員
長
（
経
済
学
部
教

授
）
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
７
人
の
執
筆
者
が
本

書
の
概
要
を
報
告
。
田
中
隆

之
経
済
学
部
教

授
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
つ
と
め

た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
低
成
長

の
要
因
と
そ
の

処
方
箋
に
つ
い
て
、
震
災
復

興
の
現
状
と
問
題
点
、
そ
し

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
問
題
を

テ
ー
マ
に
、
日
本
経
済
の
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な

討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ

た
本
学
経
済
学
部
経
済
学
科

公
開
講
座
「
低
成
長
下
の
日

本
経
済
―
そ
の
課
題
と
展

望
」
を
も
と
に
編
集
さ
れ
企

業
、
貿
易
、農
業
、

労
働
、
金
融
、
財

政
の
６
つ
の
分
野

に
お
い
て
、
現
在

の
日
本
経
済
が
抱

え
る
問
題
点
や
課

題
を
検
討
し
、
９０

年
代
か
ら
現
在
ま

で
の
日
本
経
済
の

構
造
変
化
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら

と
ら
え
て
い
る
。

詳
細
は
、
次
の

と
お
り
。

▽
序
章
「
東
日
本
大
震
災

と
日
本
経
済
の
構
造
変
化
」

（
田
中
隆
之
経
済
学
部
教

授
）
▽
第
１
章
「
競
争
と
連

携
が
育
て
る
元
気
な
中
小
企

業
」
（
遠
山
浩
経
済
学
部
准

教
授
）
▽
第
２
章
「
東
ア
ジ

ア
の
貿
易
構
造
の
変
化
と
日

本
経
済
」
（
伊
藤
恵
子
経
済

学
部
教
授
）
▽
第
３
章
「
現

代
日
本
農
業
の
原
点
を
考
え

る

農
地
・
食
糧
問
題
を
中

心
に
」
（
永
江
雅
和
経
済
学

部
教
授
）
▽
第
４
章
「
変
わ

る
『
日
本
的
経
営
』
と
雇
用

・
賃
金
・
労
使
関
係
」
（
兵

頭
淳
史
経
済
学
部
教
授
）
▽

第
５
章
「
大
き
く
変
貌
す
る

日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
」

（
山
中
尚
経
済
学
部
教
授
）

▽
第
６
章
「
わ
が
国
の
財
政

の
何
が
問
題
な
の
か
」
（
中

野
英
夫
経
済
学
部
教
授
）

「
西
の
吉
野
、東
の
桜
川
」

と
称
さ
れ
る
桜
の
名
所
。
２

０
０
５
年
、
西
茨
城
郡
岩
瀬

町
、
真
壁
郡
真
壁
町
、
同
郡

大
和
村
の
３
町
村
が
合
併
し

桜
川
市
が
誕
生
す
る
と
同
時

に
市
長
に
就
任
。
現
在
２
期

目
。「

あ
な
た
（
市
民
）
が
主

役
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
」と
に
こ
や
か
に
語
る
。

同
市
は
名
峰
・
筑
波
山
、

加
波
山
な
ど
が
連
な
る
山
々

に
囲
ま
れ
、
そ
の
裾
野
に
は

市
名
に
な
っ
て
い
る
桜
川
が

南
北
に
流
れ
る
。
水
と
緑
の

調
和
が
豊
か
な
自
然
を
は
ぐ

く
み
、
市
内
に
は
名
所
、
特

産
物
が
数
多
く

あ
る
。

雨
引
山
楽
法

寺
や
富
谷
山
小こ

山
寺
な
ど
の
古

さ
つ刹

。
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
真

壁
地
区
の
町
並

み
。
日
本
一
の

産
出
量
を
誇
る

御
影
石
…
…
。

春
に
な
れ
ば

里
山
は
自
生
の

山
桜
で
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
、

櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
周
辺
や

磯
部
桜
川
公
園
の
１
０
０
０

本
の
山
桜
を
目
当
て
に
多
く

の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
。

桃
の
節
句
に
は
、
真
壁
地

区
の
蔵
や
民
家
の
軒
先
に
江

ひ
な
さ
ま

戸
時
代
か
ら
の
「
お
雛
様
」

が
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
飾
ら

れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
な

る
。
同
地
区
住
民
自
慢
の
祭

り
だ
。

「
誇
る
べ
き
文
化
と
歴
史

を
守
り
、
桜
川
と
い
う
美
し

い
名
に
ふ
さ
わ
し
い
町
を
守

り
つ
づ
け
た
い
。
自
助
・
共

助
・
公
助
の
精
神
で
」

専
大
時
代
は
、
高
校
か
ら

続
け
て
き
た
剣
道
一
筋
。
剣

道
部
に
入
り
、
一
に
練
習
、

二
に
練
習
の
毎
日
。

「
周
り
に
は
全
国
レ
ベ
ル

で
戦
え
る
仲
間
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
の
で
、
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
私
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
商
学
部
が
あ
る

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な

く
、
道
場
が
あ
っ
た
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
」
と
笑
う
。

４
年
次
の
年
、
チ
ー
ム
は

念
願
の
全
日
本
学
生
剣
道
大

会
に
出
場
、
３
位
に
入
賞
し

た
。卒

業
後
は
故
郷
の
岩
瀬
に

戻
り
、
家
業
の
牛
乳
製
造
業

を
継
い
だ
。
岩
瀬
町
議
、
茨

城
県
議
、
岩
瀬
町
長
を
経
て

桜
川
市
の
ト
ッ
プ
に
。

い
つ
の
と
き
も
心
の
支
え

は
、
剣
道
部
時
代
の
仲
間
た

せ
っ

さ

た
く

ま

ち
と
切
磋
琢
磨
し
た
体
験

だ
。若

い
人
た
ち
に
は
「
常
に

前
向
き
に
、
積
極
的
に
」
と

激
励
。
さ
ら
に
「
元
気
な
あ

い
さ
つ
と
明
る
い
笑
顔
を
忘

れ
る
な
」
と
も
。
「
そ
こ
か

ら
活
路
が
開
か
れ
ま
す
」。

第
６０
回
全
日
本
大
学
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
で
、
初
出

場
で
大
学
日
本
一
に
な
っ
た

専
修
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
監

督
と
選
手
ら
が
３
月
２９
日
、

神
奈
川
県
庁
で
黒
岩
祐
治
知

事
に
優
勝
報
告
を
行
っ
た
。

報
告
に
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー

は
、
鈴
木
雄
也
（
経
済
４
・

Ｄ
Ｆ
）
、
栗
山
直
樹
（
法
４

・
Ｄ
Ｆ
）
、
長
澤
和
輝
（
経

営
３
・
Ｍ
Ｆ
）
、
下
田
北
斗

（
人
間
科
学
３
・
Ｍ
Ｆ
）
、

仲
川
輝
人
（
商
２
・
Ｍ
Ｆ
）

の
５
選
手
と
源
平
貴
久
監

督
、
飯
田
義
明
コ
ー
チ
（
経

済
学
部
教
授
）。
こ
の
日
は
、

同
選
手
権
大
会
で
大
学
女
子

日
本
一
に
輝
い
た
神
奈
川
大

学
と
日
本
女
子
体
育
大
学
の

監
督
・
部
員
ら
と
合
同
の
訪

問
と
な
っ
た
。

黒
岩
知
事
が
「
全
日
本
大

学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に
初
出

場
で
初
優
勝
は
素
晴
ら
し

い
。
今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
源
平
監
督

は
「
部
員
は
神
奈
川
県
出
身

者
も
多
く
、
神
奈
川
県
の
サ

ッ
カ
ー
が
日
本
一
に
な
っ
た

こ
と
に
な
る
。
今
後
も
地
元

の
サ
ッ
カ
ー
普
及
の
た
め
に

も
精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

【
市
議
会
議
員
】
当
選

▽
千
葉
県
四
街
道
市
議
会
議

員関
根
登
志
夫
氏
（
平
２
文
）

ア
ド
ニ
ス
５９
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
５９

号
」
が
４
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

「『
校
友
会
』
へ
よ
う
こ
そ
。

新
校
友
の
み
な
さ
ん
」。「
わ

れ
ら
専
修
人
」
で
は
、
イ
ン

カ
レ
初
出
場
、
初
優
勝
を
遂

げ
た
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
源

平
貴
久
さ
ん
、
ラ
グ
ビ
ー
部

新
監
督
の
村
田
亙
さ
ん
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

〈
写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
支

部
総
会
〉

▽
４
月
２１
日
（
土
）
１６
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
１５
階
「
報
恩
の
間
」


荒
井
勇
三
郎
氏
☎
０３
（
３

４
１
４
）
７
７
１
９
、
０
９

０
（
２
６
４
１
）
９
６
６
３

〈
千
葉
県
支
部
連
合
総
会
〉

▽
４
月
２８
日
（
土
）
１２
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
・
千
葉
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
・
千
葉
み
な

と
駅
徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ポ

ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」

山
田

德
雄
氏
☎
０
９
０
（
３
６
９

７
）
６
７
８
４

粕
谷
尚
弘
さ
ん「
生
け
花
展
」

校
友
の
粕
谷
尚
弘
さ
ん

（
平
１５
経
営
）
が
家
元
嗣
を

務
め
る「
一
葉
式
い
け
花
」の

生
け
花
展
が
開
催
さ
れ
る
。

▽
日
時
∥
５
月
４
日（
金
）～

６
日
（
日
）
１１
時
～
１９
時（
最

終
日
１７
時
）
▽
会
場
∥
東
京

セ
ン
ト
ラ
ル
美
術
館
▽
入
場

料
∥
１
０
０
０
円

※
問
い
合
わ
せ
☎
０３
・
３
３

８
８
・
０
１
４
１
（
代
）

今
年
３
月
、
専
修
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
た
小
出
錞
一

元
法
学
部
教
授
の
退
任
記
念

式
が
３
月
２４
日
、東
京
・
千
代

田
区
の
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
東

京
で
催
さ
れ
た
。

当
日
は
小
出
先

生
と
代
志
子
夫

人
、
小
出
ゼ
ミ
の

１
期
か
ら
６
期
の

卒
業
生
４１
人
が
初

め
て
一
堂
に
会
し

た
。
小
出
先
生
の

退
任
を
盛
大
に
祝

う
と
と
も
に
、
年

代
を
越
え
て
交
流

し
た
。

小
出
教
授
は
、

東
京
高
裁
判
事
、

山
口
地
裁
所
長
、

名
古
屋
高
裁
判
事

（
部
総
括
）な
ど
を
経
て
２
０

０
６
年
、
本
学
法
学
部
教
授

に
就
任
。
専
門
は
刑
事
訴
訟

法
。
昨
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

で
は
、
瑞
宝
重
光
章
を
受
章

さ
れ
た
。

物
腰
柔
ら
か
で
温
厚
な
小

出
先
生
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

お
い
て
も
学
生
に
温
か
く
、

そ
し
て
厳
し
く
接
し
、
一
人

ひ
と
り
の
意
見
を
最
大
限
に

尊
重
。
学
問
の
み
な
ら
ず
、

卒
業
後
の
進
路
や
社
会
貢
献

に
つ
い
て
も
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
。

わ
れ
わ
れ
ゼ
ミ
生
は
、
小

出
先
生
に
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
小
出
先
生
と
過

ご
し
た
時
間
を
、
人
生
に
お

け
る
宝
物
の
一
つ
と
し
て
胸

に
留
め
、
精
進
し
て
い
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（
倉
持
裕
希
∥
平
２４

法
・
６
期
ゼ
ミ
長
）

校
友
会
職
域
支
部
の
専

修
大
学
法
曹
会
が
主
催
す

る
「
無
料
法
律
相
談
会
」

（
後
援
∥
校
友
会
、
今
村

法
律
研
究
室
）
２
０
１
２

年
度
の
開
催
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
今
村
記
念
法
律
事

務
所
☎
０３
（
３
２
６
４
）

１
７
２
１
ま
で
。
相
談
に

は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
８
号
館
１
階
「
今
村
記

念
法
律
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

４
月

１８
日

５
月

２３
・
３０
日

６
月

６
・
１３
・
２０
・
２７
日

７
月

４
・
１１
・
１８
・
２５
日

９
月

１２
日

１０
月

１７
日

１１
月

１４
日

１２
月

１２
日

１
月

１６
日

２
月

１３
日

３
月

１３
日

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９

時
３０
分

出
版
企
画

委
員
会
主
催

『
日
本
経
済

そ
の
構
造
変
化
を
と
ら
え
る
』出
版
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

卒
業
ゼ
ミ
生
が
一
堂
に
会
し
て

小
出
�
一
元
法
学
部
教
授
退
任
式

サ
ッ
カ
ー
部

「日本経済の課題」を討論

黒岩神奈川県知事に

大学日本一を報告

▲ 神奈川県庁を訪ね優勝を報告

（前列中央が黒岩知事）

経済・田中教授がモデレーター

▲ 小出元教授夫妻（前列中央）を囲んで卒業ゼミ生

▲ 活発な討論が行われたパネル

ディスカッション

選

挙

結

果

「
専
修
大
学
法
曹
会
」主
催

美しい名にふさわしい町を守る

茨
城
県
桜
川
市
長

な
か

た

ひ
ろ
し

中
田

裕
さ
ん

（
昭
４６
商
）

文４

無

料

法

律

相

談

会

第４９９号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１２年（平成２４年）４月１５日（１１）


